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実物投影機を活用した授業のための
校内研修の進め方をまとめました。
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焦点化
・書き込んだり，指し示したりする
・必要なもの以外を隠して映す
・アームを動かして映す

実物投影機活用校内研修の進め方実物投影機活用校内研修の進め方

STEP.1

STEP.4

STEP.3

接続を体験する
STEP.2

焦点化のコツを
体験する

授業場面を
話し合う

模擬授業で
確認する

情報提示
・ステージ上のものを

拡大提示する

研修で習得したい

実物投影機活用のコツを学びたい人は，



・前時の復習や本時の課題を提示する
・正しい方法や手順を説明する
・学習内容を分かりやすく説明する
・演示して分かりやすく指示する

発 話

「実物投影機活用スキル」

「情報提示」「焦点化」
「発話」を組み合わせる
ことがポイントです。

発 話

情報提示

焦点化

実物投影機を活用する際のポイント実物投影機を活用する際のポイント

今スグここをOPENしましょう！

電気を通すものを
発表します。・・・

情報提示の基本は大きく映すこと。
大きく映すことで情報を共有します。

情報提示

作り方を説明します。
先生の手元を見なさい。

さらに「書き込む」「指し示す」「必
要なもの以外を隠す」「アームを動か
す」などにより「焦点化」します。

焦点化

実験用てこの使い方を
説明します。

「情報提示」と「焦点化」した際の
教員の発話（発問・説明・指示）が
重要です。

発 話

上の写真は，アームを動かして
手元がよく見えるようにしてい
ます。



ここと，ここを
つなぐのね。

これは簡単！

STEP.1 接続を体験する

２ 授業で使っている教科書やノート，資料集，写真，
分度器などの教具を大きく映すことができます。

1 カメラの下に教材を置けば，大きく映して指導する
ことができます。

３ 手元を大きく映すことができるので，指示を徹底す
ることができます。

実物投影機とプロジェクタまたは大型ディスプレイの接続の仕方を体験しま
す。一度体験すれば，簡単に教材を大きく映すことができるようになります。

実物投影機活用校内研修の進め方

機器の接続ができたら，
次は大きく映してみよう！

情報提示

□ ステージ上のものを拡大提示する

● STEP.1で習得したい
実物投影機活用スキル



水性ペンで
書き込めるのね。

STEP.２ 焦点化のコツを体験する

２ 指や指示棒で「ここ！」と指し示します。

1 重要語句にアンダーラインを引いたり，丸で囲んだり
します。大事なことは板書します。

４ アームを動かして，違う角度から映します。

「焦点化」にはいろいろな
コツがあります！

大きく映したものに，書き込んだり，指し示したりするなどして「焦点化」
することで，さらに分かりやすく指導することができます。

書き込むと更に
分かりやすいわね。

３ 不必要な部分を付箋紙で隠します。重要語句を付箋紙
で隠して覚えさせることもできます。

焦点化
□ 書き込んだり，指し示したりする
□ 必要なもの以外を隠して映す
□ アームを動かして映す

● STEP.2で習得したい
実物投影機活用スキル



STEP.３ 授業場面を話し合う

２ 何を，どのような順番で，大きく映すかを話し合います。

1 グループで相談して，授業場面を決めます。

４ どのように発話（発問・説明・指示）して，児童生徒に
分かりやすく指導するかを話し合います。

みんなでアイデアを
出し合いましょう！

３ 実物投影機を操作し，大きく映しながら，どのように焦
点化するかを話し合います。

1単位時間の授業から授業場面を取り上げ，何を大きく映し，どのように焦
点化し，その時どのように発問・説明・指示するかをグループで話し合います。

□ 前時の復習や本時の課題を提示する
□ 正しい方法や手順を説明する
□ 学習内容を分かりやすく説明する
□ 演示して分かりやすく指示する

発 話● STEP.3で習得したい
実物投影機活用スキル

私だったら，
先に説明するわ。

なるほど！



STEP.４ 模擬授業で確認する

２ 分かりやすい教え方のコツを共有します。

1 ３～５分で，先生役と児童生徒役に分かれて，互いに
発表し合います。

互いの模擬授業を見て
指導のコツを共有しよう！

● STEP.４で習得したい
実物投影機活用スキル

話し合ったことを，模擬授業で発表し，これまでに身に付けた実物投影機
活用スキルをお互いに確認します。

STEP.3と４を，繰り返し
実施すると効果的です。

時刻は
何時何分ですか？

11時40分です。

発 話

情報提示

焦点化

これまでに習得してきた
実物投影機活用スキルを
確認します。
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実物投影機活用授業研修パッケージ（クラスルームソリューションプロジェクト）

http://www.classroom‐solution.jp/index.html
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